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背背景景・・目目的的 

１．近年、海苔養殖に係る諸問題（色落ち問題や病原菌の寄生による病害など）が多発している。 

 

２．ノリの遺伝情報を得るた

めマイクロサテライトや

一塩基多型（ＳＮＰ：図１）

等のＤＮＡマーカーを単

離し、マーカーとしての有

用性を検討する。 

なお、ＤＮＡマーカーと

は、遺伝情報の載った地

図（遺伝地図）上の特定

のＤＮＡ配列を利用した

目印のことである。 

 

３．ＤＮＡマーカーにより、交

雑及び倍数性を確認す

る。 

 

成成果果 

１．天然株と色素突然変異株と

のかけあわせを行い、開

発したＤＮＡマーカーに

よって交雑を確認した。 
 
２．天然倍数体株と考えられる株の倍数性をＤＮＡマーカーにより確認した。 
 
波波及及効効果果               

１．通常半数体であるノリ葉状体を倍数化し、複数の対立遺伝子に載っている形質を一枚の葉状体に

持たせることが可能となり、倍数化育種という全く新しい育種方向による育種が可能となる。 
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図１ SNP多型の検索


